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小
正
月
に
飾
ら
れ
る
団
子
木
に
は
、「
豊
作
」
や
「
無

病
息
災
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
の
皆
さ
ん
が
、
色
と
り
ど
り
の
団
子
や
ふ
な
せ
ん

べ
い
、
折
り
紙
で
作
っ
た
鶴
な
ど
で
彩
っ
た
団
子
木

を
飾
り
付
け
ま
し
た
。
団
子
木
は
２
月
末
ま
で
飾
ら

れ
る
予
定
で
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

中
山
町
長
　
佐
藤
　
俊
晴

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
２
期
目
４

年
間
の
こ
の
た
び
の
審
判
は
、
無
投
票
と
い
う
結
果
と
な
り
、
再
び
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
こ
れ
か
ら
の
町
政

を
お
預
か
り
す
る
と
い
う
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
就
任
１
期
目
は
「
夢
と
活
力
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

庁
舎
内
の
雰
囲
気
も
変
わ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
（
※
）」
が
芽
生
え
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
４
年
間

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
２
期
目
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は
、

地
域
と
町
の
共
同
作
業
」
を
掲
げ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
意
見
を

集
め
、
町
民
が
主
体
性
を
持
っ
て
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
・
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
元
年
10
月
の
大
型
台
風
に
よ
る
最
上
川
に
お
け

る
河
川
氾
濫
災
害
を
は
じ
め
、
令
和
２
年
７
月
と
昨
年
の
８
月
豪
雨
に
よ

る
自
然
災
害
、
令
和
２
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
感
染

拡
大
に
伴
う
社
会
変
動
と
昨
年
２
月
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
物
価
高
騰
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
事
態
が
日
常

生
活
に
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
３
年
３
月
に
「
第
６
次
中
山
町
総
合
発
展
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
、
２0
年
後
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
、
ま
ち
の
将
来
像
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
目
標

や
施
策
の
大
綱
を
示
す
も
の
で
す
。

　
　
郷
土
の
誇
り
を　
未
来
に
つ
な
ぐ

　
　
　
ひ
と
が
輝
く
健
幸
の
ま
ち　
な
か
や
ま

　
　
　
　
～
思
い
や
り
の
絆
で
築
く　
み
ん
な
の
想
い
が
響
く
ま
ち
～

と
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
重
要
施
策
の
中
で
も
、「
防

災
・
減
災　

 
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
組
み
は
、
最
重
要

課
題
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
中
山
町
長
選
挙
が
１
月
10
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
を
届
け
出
た
の
は
現
職
の
佐
藤
俊
晴
氏（
63
歳　
無
所
属　
梅
ヶ
枝
町
）の
み
で
、

無
投
票
で
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
、
平
成
27
年
１
月
の
町
長
選
で
初
当
選
し
、
３
期
目
と
な
り
ま
す
。
任
期
は

令
和
５
年
１
月
25
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

１月16日、当選証書附与式
で、町選挙管理委員会の渡
邉委員長から当選証書を受
け取る佐藤町長
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こ
こ
数
年
、内
水
氾
濫
の
原
因
と
な
っ
て
き
た
石
子
沢
川
流
域
に
つ
い
て
、

国
・
県
・
町
と
が
一
体
と
な
り
特
定
都
市
河
川
の
指
定
を
目
指
し
、
災
害

等
へ
の
対
応
力
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
国
の
国
土
強
靱
化
の
取

組
み
も
合
わ
せ
た
事
業
の
推
進
に
よ
り
、
田
園
を
含
む
都
市
形
成
の
あ
り

方
も
検
討
し
つ
つ
、
老
朽
化
が
進
む
役
場
庁
舎
を
含
む
公
共
施
設
の
再
配

置
も
事
業
化
に
向
け
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
災
害
に
対
応
で
き
る
基
盤
整
備
の
基
本
構
想
を
確
立
し
た

上
で
、
子
ど
も
た
ち
が
住
み
続
け
た
い
・
帰
っ
て
き
た
い
と
思
う
ま
ち
づ

く
り
の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
社
会
を
構
築
し
「
子
育
て
す
る
な
ら

中
山
町
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
「
生
き
が
い
を
持

て
る
よ
う
な
町
」
と
思
え
る
よ
う
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
郷
土
の
誇

り
あ
る
中
山
町
」
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
に
、
私
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
全
身
全
霊
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
全
て
が
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
創
造
し
、
持
続
可
能

な
明
日
を
つ
く
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

●
「
防
災
・
減
災　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
…
石
子
沢
川
流
域
に
お
け
る
治
水
対
策
の
促
進

●
「
子
ど
も
た
ち
が
住
み
続
け
た
い
・
帰
っ
て
き
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
…
幼
・
保
育
園
児
の
補
食
費
お
よ
び
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

　
　
…
小
中
一
貫
教
育
を
含
む
学
校
再
編
の
検
討

　
　
…
部
活
動
地
域
移
行
の
検
討
・
実
現

　
　
…
小
中
高
生
に
よ
る
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援

　
　
…
農
業
・
商
工
業
・
観
光
業
・
交
流
事
業
の
育
成
強
化
と
連
携
の
促
進

　
　
…
歴
史
と
地
域
特
性
の
伝
承
と
保
存
・
活
用

●
「
歩
き
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・
歩
い
て
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
…
安
心
安
全
な
道
路
環
境
の
整
備
促
進

　
　
…
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
＆
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
・
シ
テ
ィ（
※
）
の
検
討
推
進

●
「
町
役
場
庁
舎
・
公
共
施
設
再
配
置
の
事
業
化
に
向
け
た
取
組
み
」

　
　
…
防
災
拠
点
の
形
成
と
再
配
置
の
検
討

………… ４つの重要施策 …………

※�ウォーカブル・シティ…歩行者を中心にデザ
インされた街や考え方のこと。自動車がなく
ても徒歩や自転車、公共交通機関を利用して
どこにでもアクセスできる利便性や、歩きた
くなるような環境が整っている街。

※�

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
…
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
住
む
場
所
に
愛
着
を
持
ち
、
構
成
す
る
一
員
で

あ
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
。
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健康情報
冬の

冬は運動中のけがに注意！
　運動の際、ついウォーミングアップ（準備運動）やクールダウン（整理運
動）がおろそかになっていませんか？身体活動や運動によるけがは、頻繁
に使われる部位に起こりやすいといわれています。特に寒い冬の季節は、
筋肉が収縮して硬くなりやすいので、しっかりとウォーミングアップを
して筋肉や関節の柔軟性を高めることが大切です。

筋肉を温めほぐし、関節の可動域を広げること
で、けがの防止にもつながります。
ラジオ体操はいろんな要素が組み込まれているの
で、ウォーミングアップの定番＆オススメです！

身体の状態を整えることで、疲労を取り除い
ていきます。ストレッチのポイントは、①呼
吸を止めない　②ゆっくり伸ばす　③痛いと
感じない程度に適度に伸ばす　④伸ばしてい
る部位を意識する

体力測定

ウォーミングアップ（準備運動） クールダウン（整理運動）

健幸ポイントの抽選

昨年度の取組みに関する表彰

　１月29日・31日の２日間、なかやま健幸く
らぶの運動教室の参加者を対象に体力測定を
実施しました。体力測定は普段の運動の成果
を把握することを目的に年１回実施していま
す。種目は握力測定や椅子の立ち座りなど７
種目で、65名の参加がありました。測定終了
後は、その結果から個別のプログラムシート
を作成し、自宅でも取り組んでいただける運
動メニューをお渡ししています。

　今年度初めての取組みとして、12月に健幸
ポイントの景品の抽選を実施しました。健康
づくりに取り組んでポイントを貯めたり、９
月に開催したすももウォーキングへの参加で
抽選の権利が付与され、応募総数は405口と
なり、多くの方にご参加いただきました。

　令和３年度の取組みについて、昨年度の活
動量計や体組成測定のデータを基に活動状況
を集計し、継続的に事業に取り組んでいただ
いた優良者56名を表彰いたしました。

※なかやま健幸くらぶに関するお問い合わせ・お申し込み先
健康福祉課健康づくりG　☎６６２－２８３６

「なかやま健幸くらぶ」の取組みを一部ご紹介！

【 今年度の景品 】
Ａ賞…�山形牛西京味噌漬け入り　　　　　

味噌漬け８種盛り合わせ
Ｂ賞…町内産米�こしひかり[2㎏］
Ｃ賞…QUOカード[500円分］
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　令和２年２月17日より、地域おこし協力隊として活
動していただいた伊藤さんが、２月15日付けで卒業と
なります。初年度は旧柏倉家住宅の保存・利活用につい
て取り組んでいただき、その後、より自身の力を活かせ
るようにと、同年、所属する課を移動し、観光振興業務
に取り組んでいただきました。

 ３年間の活動を教えてください。
　当初は、旧柏倉家住宅の管理・運営・ガイドスタッフとして活動させていただき、８月頃から日本
三大芋煮に関する業務や、観光庁事業への参加など、町の観光振興業務に携わることとなりました。
２年目からは、みらくるラジオなかやまを開局し、町内で活動している個人にスポットを当てたラ
ジオを放送したり、レトルト芋棒煮（のちの北前芋煮）の試作・研究など、幅広く活動させていた
だきました。３年目は卒業後のことも視野に入れて、「民泊柏倉清右衛門」の準備にとりかかった
り、地域おこし協力隊交流会の企画・運営、県内外で完成した北前芋煮の販売などを行いました。
　ここでは全てを話すことはできないので、詳しくは２月25日の報告会（中央公民館で午後１時
30分から開催）でお話ししようと思います。

 活動の中で教わったことや、身についたことは？
　この３年間の活動の中で、さまざまな関係者の方々の多大なるご支援をいただき、さまざまな事
業に携わらせていただきました。本当にありがとうございました。
　中山町の活動を通して、教えていただいたことは数多くあり、この記事だけではお伝えすること
はできませんが、一つ挙げるとすれば、過去に先人の方々が中山町のためにご尽力されてきた歴史
や思いというものを多くの方々からお伺いする機会に恵まれました。その歴史や思いをしっかり理
解した上で、活動を行ってきました。
　そのバトンをまた次の世代に渡すことが私の役割であって、そのバトンを今までよりも素晴らし
いものにしていくことを心がけていくことが大切なんだということを教えていただいたように感じ
ます。
　これからも中山町の観光（歴史、文化、誇り）を次世代へつないでいくお手伝いをさせていただ
きたいです。

 これからの活動予定は？
　県外、海外の方々に中山町・山形県の魅力をカタチにして届
けるため、４つの活動に取り組んでいきます。①地域商社の成
功（北前芋煮や地域特産品を扱う事業）②芋煮会コンシェル
ジュ造成・新規サービスの開始（今までになかったサービス提
供事業）③中間支援組織設立・運営（山形県地域おこし協力隊
支援など）④民泊事業の成功
　地域おこし協力隊として過ごした３年間の思い出とともに、
これからも一中山町民として頑張っていきます。
　３年間ありがとうございました！

第２期 地域おこし協力隊
伊藤 一之さんが卒業
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町議会議員補欠選挙　結果
木村幸広氏が初当選

高齢者叙勲　原田弘之さん
瑞宝双光章を受章

　中山町長選挙と同日、町議会議員補欠選挙も告示さ
れ、無投票で木村幸広氏（梅ヶ枝町）の初当選が決ま
りました。
　1月16日、当選証書附与式が行われ、町選挙管理委
員会の渡邉光保委員長より当選証書が手渡されまし
た。任期は前任者の残任期間となり、令和５年９月
30日までとなります。

　長年にわたり教育研究に従事し、教育発展のために
大きく貢献したとして、原田弘之さん（達磨寺）が瑞
宝双光章を受章しました。
　原田さんは、昭和33年から37年間にわたって子ど
もたちの教育にご尽力され、昭和63年からは中山中学
校に教頭として勤務され、その後、校長として南陽市
立中川中学校に３年間、山形市立大曽根小学校に２年
間勤務されました。
　子どもたちへの教育で大切にしていたことを伺うと、「教育の中で、
一番大切なのは子どもたちに『自学力』を身につけてもらうことです。
自分がこうしたい、チャレンジしたいという意欲や想像力を子どもたち
に持ってもらうために、常に自分自身がチャレンジすることを忘れず、
子どもたちのお手本となれるように心がけました」と振り返り、今回の
受章について、「非常に嬉しく元気づけられました」と喜びを語りまし
た。このたびは受章おめでとうございます。

ひまわり広場

１月18日�表彰状と勲章が手渡されました

当選証書が手渡されました

原田弘之さん
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町消防出初式
町民の安全を守る決意を新たに

町営バスを
リニューアル！

気が緩みがちな年末年始
交通安全啓発で事故防止

T o p i c s

「反射シールを身に着け自動車に歩行者の存在を
知らせましょう」と呼びかけました

飛躍の年になりますように

雪が降る中�堂々の分列行進

　１月８日、町消防団の出初式が中央公民館前道路で
行われ、町消防団員約170名、本部車、ポンプ車、積
載車などが中央公民館前に集合し、祝賀放水や観閲、
一糸乱れぬ分列行進などを披露しました。
　式典では町長から「これから大寒を迎え、寒さ厳し
く、空気は乾燥し、火災が発生しやすい時期となりま
す。消防団員の皆さまにおかれましては、予防消防活動
にお力添えいただきたい」と激励の言葉がありました。

　冬期間に入り、山形警察署管内で交通死亡事故が発
生したことを受け、年末年始を迎えるにあたりこれ以
上交通死亡事故が増えないように、12月27日、ヤマ
ザワ中山店前で啓発運動が行われました。
　山形警察署、中山駐在所、豊田駐在所、山形地区交
通安全協会、山形地区交通安全協会長崎支部・豊田支
部、町職員が参加し、靴用反射シールやポケットティッ
シュを配布しながら、交通安全を呼びかけました。

新春を祝う会を開催
　１月４日、新春を祝う会が中央公民館で開催され、
町の行政関係者や商工業・農業関係者などが一堂に会
しました。
　発起人を代表して町長から「日々の生活に活気を取
り戻し、みんなが健康で笑顔が絶えない１年となるよ
う、一緒に頑張っていきましょう」と挨拶があり、そ
の後、玄蕃太鼓振興会による演奏が披露され、最後は
中山町の発展を願って万歳三唱で締めくくりました。

2／1

「
す
もも

のしず
くちゃん」もいるよ

♪
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ひまわり広場

　１月14日、ひまわり温泉ゆ・ら・ら正面玄関で、
町観光協会（東海林洋会長）主催の「初市」が開催さ
れ、町内外から約830名のお客様が訪れました。
　初市では、縁起物の団子木や初飴などが販売された
ほか、屋台の定番である焼きそばやどんどん焼き、わ
たあめ、出来たての自家製肉まんや新鮮な生魚などが
店頭を彩り、お昼頃には豚汁の振舞いや卵パックのプ
レゼントが行われました。
　また、小学生以下を対象に行われた企画、出た目の
数だけ好きな駄菓子がもらえる「サイコロ駄菓子振
舞」も大人気で、子どもたちはどの目が出るかドキド
キしながら大きなサイコロを転がしていました。大人
から子どもまで初市を楽しんでいました。
　会場にはすもものしずくちゃんが来て盛り上げてく
れたほか、景品提供などは町商工会、山形農業協同組
合ひまわり支店、町振興公社にご協力いただきました。

素敵な冬の思い出になりました

　１月８日・15日・21日に、ＺＡＯ猿倉スキー場で
ジュニアスキー教室が開催され、22名の子どもたち
が講習を受けました。
　スキー教室では初級者から上級者までのグループに
分かれ、基本的な操作方法やちょっとしたコツをイン
ストラクターから教わることができます。最終日に
は、子どもたちが広いゲレンデを好きな滑り方で、楽
しそうにシュプールを描いている姿が見られました。

ジュニアスキー教室
もっと楽しくもっと上手に

初市開催
新年を迎え　商売繁盛を願う

縁起物を買い求める人々でにぎわいました

豪華景品がもらえる抽選会
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第187話　和算とその流派④第187話　和算とその流派④

　

本
町
に
残
さ
れ
て
い
る
算
額

は
、
い
ず
れ
も
柳
沢
に
あ
り
、
１

つ
は
石
子
神
社
、
も
う
１
つ
は
御み

嶽た
け

神
社
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
つ

の
神
社
は
、
明
治
７
年
２
月
、
社

格
決
定
の
と
き
、
一
村
一
社
の
定

め
に
従
い
、
敷
地
・
社
殿
な
ど
の

大
き
さ
か
ら
両
社
を
交
換
し
た
そ

う
で
す
。

　
石
子
神
社
の
算
額
は
、
嘉
永
５

年
（
１
８
５
２
年
）
６
月
、
柳
沢

村
の
大
津
忠
郎
、
志
田
金
五
郎
、

鎌
上
久
蔵
の
３
名
に
よ
っ
て
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
俳
額

も
あ
り
、
学
芸
の
成
就
を
祈
願
さ

れ
た
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
両
社
と
も
格
子
天
井
絵

40
枚
は
、
著
名
な
画
家
、
柳
沢
の

西
塔
琴き

ん

岱た
い

（
の
ち
の
西
塔
太
原
）

に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
天

井
絵
は
１
枚
と
し
て
同
じ
も
の
は

な
く
、
鳥
、
花
、
野
菜
、
動
物
な

ど
の
配
置
は
、
言
葉
遊
び
や
数
学

の
暗
唱
例
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す

が
、
数
名
の
絵
師
の
作
品
か
詳
し

く
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
御
嶽
神
社
の
境
内
は
、
縄
文
中

期
か
ら
後
期
（
４
５
０
０
年
～

３
０
０
０
年
前
）
の
集
落
跡
で
す
。

こ
こ
の
算
額
は
石
子
神
社
の
も
の

よ
り
後
の
明
治
23
年
（
１
８
９
０

年
）
３
月
19
日
の
日
付
が
あ
り
ま

す
。
算
額
に
は
、
柳
沢
の
志
田
金

助
、
今
野
泰
吉
、
鎌
田
甚
太
郎
の

名
前
が
あ
り
、
問
題
と
答
え
と
絵

が
そ
れ
ぞ
れ
明
瞭
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
上
に
張
紙
で
鳥
と
兎
の
絵
が
描

か
れ
て
あ
り
、
兎
と
鳥
の
足
の
数

か
ら
各
々
の
頭
数
を
問
う
も
の

で
、
の
ち
の
鶴
亀
算
と
同
じ
で
す
。

後
半
に
そ
の
思
考
過
程
と
思
わ
れ

る
文
書
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
柳
沢
だ
け
で
６
名

の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
和
算

に
興
味
を
持
つ
人
が
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
豊
田
地
区
の

村
々
に
も
た
く
さ
ん
の
和
算
家
が

活
躍
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す

が
、
ほ
か
に
算
額
は
発
見
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

【
用
語
の
説
明
】

俳
額
：
神
社
や
仏
閣
に
祈
願
の
た

め
奉
納
し
た
俳
諧
や
俳
句
を
記
し

た
額
の
こ
と
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
　
　
　
第
10
章
第
２
節　
教
育

T o p i c s

帰るまでのお楽しみです

　１月４日、町立図書館ほんわ館で年明けの開館にあ
わせて新春福袋の抽選会が行われ、たくさんの親子連
れが訪れました。
　ハズレなしの福袋は、子ども向け・大人向け合わせ
て50個が準備されました。図書館ならではの福袋を
手にした来館者は「中には何が入ってるのかな」とわ
くわくした様子で家路につきました。

町立図書館ほんわ館　新春福袋
何が当たるかどきどきわくわく
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中山町立小中学校合同書初め展
入選作品100点の中から、町長賞、教育長賞、町議会議長賞、ＰＴＡ連合会長賞をご紹介します。

町　

長　

賞

町　

長　

賞

町　

長　

賞

中
山
中
２
年
　
関せ

き

口ぐ
ち

恵え

麗れ

奈な

長崎小２年　佐
さ

東
とう

　栞
かん

奈
な

豊田小２年　渡
わた

邉
なべ

　　巧
たくみ

長
崎
小
６
年
　
松ま

つ

木き

埜の

乃の

華か

長
崎
小
６
年
　
松ま

つ

木き

埜の

乃の

華か

教教  

育育  

長長  
賞賞

教 

育 

長 
賞

豊
田
小
６
年
　
鈴す

ず

木き

　
紫し

音お
ん

町
議
会
議
長
賞

町
議
会
議
長
賞

町
議
会
議
長
賞

中
山
中
１
年
　
柴し

ば

田た

　
　
希

の
ぞ
み

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

ひまわり広場

5.2.155.2.15 10



ながさき幼稚園
交通安全危険予測
シミュレータで
交通ルールを学ぼう
　１月12日、ながさき幼稚園で新１年生となる
年長さんを対象に、山形県交通安全対策協議会
の交通事故防止アドバイザーによる交通安全教
室が開かれました。
　園児たちは、３Ｄ技術を駆使したＣＧで再現
された街並みを、歩くように「足踏み」「腕振り」
をして、疑似歩行体験ができる「交通安全危険予
測シミュレータ」を使用して、信号がある横断歩
道とない横断歩道の交通ルールを学びました。
　最後に小林園長先生から「青だからすぐ渡る
のではなく必ず左右を確認しましょう。自分の
通学路をお父さんやお母さんと一緒に歩いてみ
て、安全に登下校ができるようになりましょう」
とお話があると、園児たちは元気よく返事をし
ていました。

信号のない横断歩道ではまっすぐ手をあげて
車が止まるまで待ちましょう

※�広報紙作成の都合上、広報なかやま１月15日号で掲載で
きなかった、12月末付の情報も掲載しています。

寄附ありがとうございます
● 12 月 22 日、三和缶詰株式会社（香月修代表
取締役社長）から、「朝のあいさつ運動で元気よ
くあいさつを返してくれる児童へ感謝の気持ち
を込めて」と、長崎小学校にパインサイダー（約
420 本）が寄附されました。
●１月 17 日、石沢清さん（川端）から、「長年書
道を続けていたが、最近は書く機会も減ってき
たため、保存していた半紙を長崎小学校の児童
に使ってもらいたい」と、長崎小学校に特選書道
半紙（1000 枚入り× 36箱）が寄附されました。

戸籍のまどぐち（12月23日〜1月分）

まちの人口（1月末現在）

まちの人口（12月末現在）

人　口�10,715人��（前月比－7人）

人　口�10,722人��（前月比－11人）

世帯数����3,749世帯（前月比+6世帯）

世帯数����3,743世帯（前月比+7世帯）

人の動き

人の動き

（男�5,236人、女�5,479人）

（男�5,239人、女�5,483人）

出生
死亡

出生
死亡

転入
転出

転入
転出

4
8

7
15

10
13

13
16

人
人

人
人

人
人

人
人

T o p i c s
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※本文中の「G」は「グループ」を省略したものです。※本文中の「G」は「グループ」を省略したものです。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1419

山
形
県
議
会
議
員
選
挙

期
日
前
投
票
所
投
票
立
会
人

を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

①固定資産税　　　　　　　第４期
②国民健康保険税　　　　　第８期
③介護保険料　　　　　　　第８期
④後期高齢者医療保険料　　第８期
⑤公共下水道受益者負担金　第３期

 納期限　２月28日(火) 

山
形
県
議
会
議
員
選
挙

事
務
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

※
業
務
内
容
に
つ
い
て

　
中
山
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

※
お
申
込
み
・
お
手
続
き
に
つ
い
て

　
総
務
広
報
課
庶
務
広
報
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

※�①②は、納付書に記載された期間内であれば、コンビニエン
スストアでの納付もできます。

今
月
の
納
税
等

※お問い合わせ先
　①②③④について　住民税務課税務Ｇ　☎６６２－２１１２
　　　　⑤について　建設課下水道Ｇ　　☎６６２－２１１５

　

令
和
５
年
４
月
９
日
執
行
予
定
の
山
形
県

議
会
議
員
選
挙（
東
村
山
郡
選
挙
区
）に
お
け

る
期
日
前
投
票
所
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し

ま
す
。期
日
前
投
票
立
会
人
と
は
、期
日
前

の
投
票
所
で
投
票
に
立
ち
会
い
、選
挙
が
公

平
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す

る
人
の
こ
と
で
す
。

●�

応
募
資
格　
左
記
の
①
②
の
双
方
を
満
た

す
方

　
①�

町
内
在
住
で
中
山
町
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
満
18
歳
以
上
の
人

　
②�

期
日
前
投
票
期
間
中（
４
月
１
日（
土
）

～
８
日（
土
）ま
で
の
８
日
間
）、午
前
８

時
30
分
～
午
後
８
時
ま
で
の
間
従
事
で

き
る
方
。従
事
中
は
原
則
と
し
て
外
出

で
き
ま
せ
ん
。

●�

従
事
場
所　
中
山
町
役
場
内
に
設
置
す
る

期
日
前
投
票
所

●�
報
酬　

１
日
当
た
り
９
６
０
０
円
。た
だ

し
、源
泉
所
得
税
を
控
除
し
ま
す
。（
食
費
、

交
通
費
は
自
己
負
担
）

●
申
込
期
間　
２
月
28
日（
火
）ま
で

●�

申
込
先　
中
山
町
役
場
２
階　
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

●
そ
の
他

・�

申
込
書
は
役
場
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

・�

１
日
に
従
事
す
る
投
票
立
会
人
は
２
名
で

す
。従
事
日
は
応
募
の
状
況
を
み
て
、１

日
単
位
で
調
整
し
ま
す
。

・�

立
ち
会
い
開
始
の
10
分
前
に
は
参
集
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
、立
会
人
の
業

務
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

募
集
職
種　

事
務
補
助
員（
山
形
県
議
会

議
員
選
挙
）

●�

職
務
内
容　
山
形
県
議
会
議
員
選
挙
に
か

か
る
期
日
前
投
票
所
で
の
受
付
お
よ
び
名

簿
照
合

●
募
集
人
数　
若
干
名

●�

任
用
期
間　
４
月
１
日（
土
）～
８
日（
土
）

（
う
ち
割
り
当
て
ら
れ
た
日
）

●�
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（
う
ち
休
憩
時
間
60
分
）

※
土・日
曜
日
勤
務
あ
り

●�

勤
務
場
所　
役
場
内
に
設
置
す
る
期
日
前

投
票
所

●�

報
酬
額　

時
給
９
３
２
円（
ほ
か
条
件
に

よ
り
通
勤
費
等
を
支
給
）

●�

応
募
資
格　

原
則
と
し
て
中
山
町
内
に
住

所
を
有
す
る
方
、パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

●�

選
考
方
法　
書
類
選
考
、面
接
試
験（
面
接

の
日
時
な
ど
は
、後
日
、本
人
に
郵
送
で
通

知
し
ま
す
。）

●�

提
出
書
類　
「
任
用
申
込
書
」お
よ
び「
履

歴
書
」。申
込
書
は
役
場
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
履
歴
書
は
市
販

の
も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。）な
お
、提

出
さ
れ
た
申
込
書
な
ど
は
お
返
し
で
き
ま
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せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●�

申
込
方
法　

２
月
28
日（
火
）ま
で
、総
務

広
報
課
庶
務
広
報
G
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
土・
日
曜
日
、祝
日
の
場
合
は
、役
場

１
階
の
宿
直
室
警
備
の
係
員
へ
お
渡
し
く

だ
さ
い
。）受
付
時
間：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
。

　

�　
郵
送
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
中
山

町
会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
申
込
書
在

中
」と
朱
書
き
の
上
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
２
月
28
日
必
着
）。〒
９
９
０
‐
０
４
９
２�

東
村
山
郡
中
山
町
大
字
長
崎
１
２
０�

中

山
町
役
場
総
務
広
報
課
庶
務
広
報
G

●�

そ
の
他　

無
投
票
と
な
っ
た
場
合
は
、事

務
補
助
員
の
業
務
は
な
く
な
り
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、防
災
行
政
無
線（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
）で
発
信
さ
れ
る
防
災
情
報
を
屋
内
で

聞
く
こ
と
が
で
き
る
戸
別
受
信
機
を
、こ
れ

ま
で
75
歳
以
上
の
み
の
希
望
す
る
世
帯
や
自

主
防
災
会・
地
区
役
員
の
方
々
な
ど
へ
貸
与

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、新
た
に
次
の
対
象
世
帯
へ
戸

別
受
信
機
を
貸
与
し
ま
す
の
で
、希
望
す
る

方
は
電
話
予
約
の
上
、下
記
の
受
取
場
所
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

対
象　

75
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯（
日

中
75
歳
以
上
の
方
だ
け
と
な
る
世
帯
）、避

難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
方
が
い
る
世
帯

●�

受
取
場
所　
役
場
総
務
広
報
課
危
機
管
理

Ｇ（
原
則
窓
口
で
の
受
取
と
な
り
ま
す
）

※�

貸
与
で
き
る
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※�

不
要
に
な
っ
た
場
合
は
返
却
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

町
で
は
、町
内
事
業
者
に
お
け
る
人
材
の

確
保・
育
成
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
、今
年
度
に
正
社
員
を
雇
用
も
し
く
は
従

業
員
が
資
格
取
得
等
し
た
事
業
者
へ
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象　
町
内
の
商
工
業
者

●�

対
象
期
間　
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和

５
年
２
月
末
ま
で
に
実
施
お
よ
び
合
否
が

わ
か
る
も
の

●�

申
請
方
法　

交
付
申
請
書
に
記
入
の
上
、

３
月
15
日（
水
）ま
で
添
付
書
類
と
と
も

に
、産
業
振
興
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
事
業

⑴
正
社
員
雇
用
奨
励
事
業

　
対
象：�町
内
在
住
者
を
正
規
の
従
業
員（
雇

用
保
険
の
被
保
険
者
、雇
用
期
間
の

定
め
な
し
、１
週
間
の
労
働
時
間
30

時
間
以
上
）と
し
て
新
た
に
６
か
月

以
上
継
続
し
て
雇
用（
令
和
５
年
４

月
１
日
以
降
に
雇
用
期
間
が
６
か
月

に
達
す
る
者
に
限
る
）し
た
事
業
者

　
交
付
額：１
人
あ
た
り
20
万
円
を
上
限

⑵
資
格
取
得
支
援
事
業

　
対
象：�業
務
の
維
持・拡
大
に
必
要
な
資
格

の
取
得
、検
定
お
よ
び
講
習
会
を
受

講
し
た
事
業
所
に
対
し
て
助
成
金
を

支
給

　
交
付
額：�受
験
料・
検
定
料
の
10
分
の
10

（
千
円
未
満
切
捨
て
。１
人
あ
た

り
３
万
円
、1
事
業
者
あ
た
り

10
万
円
を
上
限
）

講
習
会
な
ど
の
受
講
料
の
10
分
の

10（
千
円
未
満
切
捨
て
。１
事
業

者
あ
た
り
１
万
５
千
円
を
上
限
）

※
資
格
、検
定
に
つ
い
て
は
合
格
の
み
助
成

①�

国
家
資
格
、公
的
資
格
お
よ
び
技
能
検
定

の
取
得

　
具
体
例：�車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

習
、舗
装
施
工
管
理
技
術
者
資

格
、土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
、

大
型
特
殊
自
動
車
免
許　
な
ど

②
講
習
会
等
の
受
講

　
具
体
例：�車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従

事
者
安
全
衛
生
教
育
、建
設
業
安

全
衛
生
推
進
者
能
力
向
上
教
育
、

配
水
管
技
能
講
習
、土
木
施
工
管

理
士
研
修
会　
な
ど

戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
危
機
管
理
Ｇ

☎
６
６
２
‐
４
８
９
９

令
和
４
年
度
中
山
町
中
小
企
業

成
長
支
援
事
業
補
助
金
の

お
知
ら
せ

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

議会を傍聴してみませんか
　町議会３月定例会が下記のとおり開催されます。議会の傍聴は住所、氏名を記入するだけでどなたでもでき
ますので、お気軽にお越しください。
　なお、会場の席には限りがあります。また、マスク着用でのご入場をお願いします。

※お問い合わせ先
　議会事務局　☎６６２－４３７０

３月定例会日程（予定）
日　　程 本会議内容

３月１日(水) 午前10時～ 一般質問

３月２日(木) 午前10時～ 新年度予算提案、補正予算、条例等

３月３日(金)～９日(木) 休会（全員協議会等）

３月10日(金) 午前10時～ 新年度各会計予算質疑、採決等

●場所　役場大会議室
※�議会日程表、議案項目、一般質問
などは、町公式ホームページの
「中山町議会」に掲載するほか、
町の公共施設、一部店舗内にもポ
スターを掲示しますので、併せて
ご覧ください。

13 5.2.15



職種 募集
人数 職務内容 勤務場所・勤務時間等 報酬額 応募資格

事務補助員
（庶務事務）
　　①

若

干

名

書類整理・
文書作成
などの 一
般事務補
助等

・�役場庁舎、保健福祉センター、中央公
民館のいずれか

　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
137,019円
～

・�原則として中山町内に住所を有
する方

・�パソコン操作が可能な方

事務補助員
（庶務事務）
　　②

・�役場庁舎、保健福祉センター、中央公
民館のいずれか

　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日は休み
　※任用期間：令和５年４月１日
　　　　　　　～９月30日の範囲内

月額
137,019円
～

・�原則として中山町内に住所を
有する方

・�パソコン操作が可能な方

事務補助員
（障がい者
専用求人）

書類整理・
文書作成
などの 一
般事務補
助等

・�役場庁舎、保健福祉センター、中央公
民館のいずれか

　月～金曜日
　�午前８時30分～午後５時15分の間の６
時間　（うち休憩時間60分）

　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
117,445円
～

・�身体障害者手帳（1級から6
級）等の交付を受けている方、
または精神障害者保健福祉手
帳の交付を受けている方、療育
手帳等の交付を受けている方

※�応募の際はハローワークから紹介
状の交付を受けてください。

事務補助員
（議会事務
局）

事務補助、
会議録等
作成の補
助業務

・�役場庁舎
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
137,019円
～

・�原則として中山町内に住所を有
する方

・�パソコン操作が可能な方

事務補助員
（マイナン
バーカード
交付事務）

マイナン
バーカード
交付申請
受付等

・�役場庁舎
　月～金曜日
　午前９時～午後５時�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
137,019円
～

・�原則として中山町内に住所を有
する方

・�パソコン操作が可能な方

事務補助員
（医療事務）

医療事務
にかかる
補助、窓口
業務の補
助

・�役場庁舎
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
137,019円
～

・�原則として中山町内に住所を有
する方

・�パソコン操作が可能な方

交通安全専
門指導員

交通安全
教育、交通
安全の指
導 および
広報活動

・�役場庁舎
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
155,535円
～

・�原則として中山町内に住所を
有する方

・�幼児・高齢者等の交通安全教
育に興味のある方

・�普通自動車運転免許を有し、
免許取得後2年以上の運転経
験を有し、無事故である方

消費生活相
談員

消費生活
にかかる
相 談 業
務、窓口業
務の補助

・�役場庁舎
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
137,019円
～

・�原則として中山町内に住所を
有する方

・�消費生活相談員国家資格試験
に合格した方が望ましい

・�パソコン操作が可能な方

嘱託徴収員
国保税等
の徴収業
務

・�役場庁舎
　月～金曜日
　午前９時～午後２時�
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
130,000円

・�原則として中山町内に住所を
有する方

・�国民健康保険および税制度に
対して理解と知識等を有する方

生活支援コ
ーディネー
ター

生活支援
の担い手
養成、サー
ビス開 発
や事務作
業補助等

・�保健福祉センター
　平日週３日
　午前９時～午後５時�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
93,321円～

・�地域の活動へ理解があり、地
域の方たちと公平中立な立場
で連絡調整できる方

・�普通自動車運転免許を有する方
・�パソコン操作が可能な方

母子保健コ
ーディネー
ター

母子保健
にかかる
業務

・�保健福祉センター
　月～金曜日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
251,000円

・�助産師または保健師資格を有
する方

・�普通自動車運転免許を有する方
・�パソコン操作が可能な方

＜募集要項＞

令和５年度
＊＊＊＊ 中山町会計年度任用職員を募集します ＊＊＊＊
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建設
技術
専門員

若

干

名

建設等事務にお
ける設計および
積算等の業務

・�役場庁舎
　平日週４日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
223,500円

・�建設に対する広い識見を有し、
建設業務等の経験を有する方

・�パソコン操作が可能な方

事務補
助員兼
図書整
理員

書類整理・文書
作成などの一般
事務補助および
図書の整理等

・�町内小中学校
　午前８時15分～午後３時�
　（うち休憩時間45分）
　※休業日は学校の休業日と同様

時給
932円～

・�原則として中山町内に住所を有
する方

・�パソコン操作が可能な方

学習
相談員

中学校の生徒に
対する日常生活
の支援や学習活
動上のサポート
等

・�中山中学校
　月～金曜日
　午前８時15分～午後４時15分�
　（うち休憩時間60分）
　※休みは原則、土・日曜日、祝日および年末年始

月額
212,000円

・�教員免許状を有する方
・�中学生への学習指導の経験を
有する方

学校
支援員

小中学校での
ICT推進、幼保
小・小中連携に
係る学校支援、
教育相談業務等

・�町内小中学校
　月～金曜日
　午前８時15分～午後４時15分�
　（うち休憩時間60分）
　※休みは原則、土・日曜日、祝日および年末年始

月額
212,000円

・�教員免許状を有する方
・�パソコン操作が可能な方

教育
相談員

小中学 校と連
携・協力し生徒
等の支援業務

・�中央公民館
　火～金曜日
　午前８時30分～午後４時�
　（うち休憩時間60分）
　※休みは原則、土・日曜日、祝日および年末年始

月額
147,000円

・�教員免許状を有する方
・�識見や経験を有し教育相談に
対し理解や熱意のある方

・�発達障がい等検査資格を有し
ている方

給食
補助員

学校給食配膳に
かかる業務

・長崎小学校
　基本　午前９時～午後２時15分�
　（うち休憩時間15分）
・豊田小学校、中山中学校
　基本　午前10時～午後２時15分
　（うち休憩時間15分）
※勤務日は給食実施日が基本となります。

時給
932円～ ・�中山町内に住所を有する方

地域学
校協働
活動推
進員

コミュニティス
クールの運営業
務補助

・�中央公民館
　月～金曜日
　午前８時30分～午後３時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※�社会教育事業の開催にあわせた勤

務があります。

月額
130,000円

・�小学校または中学校の授業内
容に精通し、学校経営の支援に
関する知識を有する方

・�普通自動車運転免許を有する方
・�パソコン操作が可能な方

社会
教育
指導員

社会教育関係団
体の育成・活動
の支援

・�中央公民館
　月～金曜日
　午前８時30分～午後３時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※�社会教育事業の開催にあわせた勤

務があります。

月額
133,316円
～

・�社会教育に関する識見と指導
技術を身につけている方

・�普通自動車運転免許を有する方
・�パソコン操作が可能な方

文化財
指導員

町文化財に関す
る指導および歴
史民俗資料館の
学芸員業務補

・�歴史民俗資料館
　平日週３日
　午前８時30分～午後４時30分�
　（うち休憩時間60分）
　※土・日曜日、祝日および年末年始は休み

月額
93,321円～

・�学芸員の資格を有し、町文化財
に精通している方

・�普通自動車運転免許を有する方
・�パソコン操作が可能な方

〒990-0492 東村山郡中山町大字長崎120　中山町役場総務広報課庶務広報Ｇ　☎６６２－２１１１

【 共通事項 】
●任用期間：令和５年４月１日～令和６年３月31日の範囲内
　　　　　　（※事務補助員（庶務事務）②は令和５年４月１日～９月30日の範囲内）
●報�酬�額：表に記載の額のほか条件により通勤費、期末手当等を支給
●選考方法：書類選考、面接試験（面接の日時などは、後日、本人に郵送で通知します。）
●申込書類の受付期間および提出先
　　　受付期間�：３月３日(金)までお申し込みください。
　　　提�出�先�：○�直接申し込む場合は、中山町役場総務広報課庶務広報Ｇへ提出してください（土・日曜日、祝日の場合

は、役場１階の宿直室警備の係員へお渡しください）。
　　　　　　　　　　※受付時間：午前８時30分～午後５時15分�

○�郵送する場合は、封筒の表に「中山町会計年度任用職員任用申込書在中」と朱書きの上、郵送してください
（３月３日必着）。

●提出書類：「任用申込書」および「履歴書」（資格を有する方は、資格を証するものの写し）
　　　　　　�（申込書と履歴書は、役場総務広報課、保健福祉センター、中央公民館で配布しているほか、町公式ホームページか

らダウンロードもできます（「履歴書」は、市販のものでも構いません）。なお、提出された申込書などはお返しで
きませんのであらかじめご了承願います。）

●そ�の�他：�勤務時間、報酬額が所定の要件を満たす場合は、各種保険に加入していただきます。
　　　　　　※お申込み・お問い合わせ先
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健
康
づ
く
り
の
た
め
に
望
ま
し
い
食
生
活

を
学
び
、地
域
に
広
め
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
食
生
活
改
善
推
進
員
）を
養
成
す
る

講
習
会
で
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、地
域
に
お
い
て

健
康
づ
く
り
の
推
進
や
幼
児
の
食
育
活
動
の

普
及
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
員
の
推

薦
を
各
地
区
区
長
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、応
募
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

以
前
と
は
内
容
や
活
動
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、過
去
に
養
成
講
習
会
を
受
講
し
た
方

も
大
歓
迎
で
す
。ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●�

対
象　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方（
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●�

開
催
期
間　
５
月
～
翌
年
１
月
頃
に
か
け

て
計
５
回

●�

内
容　

講
話
や
調
理
実
習
、運
動
の
実
技

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
費
用　
無
料

※�

講
習
会
修
了
後
は
、食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
に
加
入
い
た
だ
き
、食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
２
年
以
上
の
活
動
を
お
願
い

し
ま
す
。

●�

応
募
方
法　

３
月
２
日（
木
）ま
で
、電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

町
の
広
報（
広
報
な
か
や
ま
、お
知
ら
せ

版
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）に
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、広
報
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。思
わ
ず
手
に
取
り
た

く
な
る
よ
う
な
広
報
紙
を
一
緒
に
作
り
ま
せ

ん
か
。

●
募
集
人
数　
若
干
名

●�

応
募
資
格　
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
20
歳

以
上
の
方
で
、国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
議
員
で
な
い
方

●
任
期　
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

●�

職
務
内
容　

広
報
紙
の
校
正
、町
民
に
お

知
ら
せ
し
た
い
町
内
情
報
の
提
供
、会
議

へ
の
出
席（
年
３
回
程
度
／
平
日
の
日
中

の
時
間
帯
）

●
報
酬　
会
議
へ
出
席
…
３
６
０
０
円
／
回

●�

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。募
集
要
項・
応
募
用
紙

は
総
務
広
報
課
庶
務
広
報
Ｇ
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●�

応
募
締
切　

３
月
15
日（
水
）午
後
５
時

（
必
着
）　
〒
９
９
０
‐
０
４
９
２　
東
村

山
郡
中
山
町
大
字
長
崎
１
２
０
番
地　
中

山
町
役
場
総
務
広
報
課
庶
務
広
報
G

●�

選
考
方
法　

原
則
と
し
て
書
類
選
考
と

し
、必
要
に
応
じ
て
面
接
等
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　
３
月
10
日（
金
）午

後
２
時
～
３
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
内
容

　
▼
春
に
向
け
て
頭
と
体
を
ほ
ぐ
そ
う
！

　
　

�

保
健
師
と
一
緒
に
、脳
ト
レ
や
軽
運
動

を
し
て
頭
と
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
！

　
▼
フ
リ
ー
タ
イ
ム

　
　

�

自
由
に
参
加
者
同
士
で
お
話
し
た
り
、

心
配
ご
と
を
相
談
し
た
り
で
き
る
時
間

で
す
。日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�
対
象・定
員　
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、認

知
症
に
興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も・
15

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
参
加
費　
無
料

●�

申
込
方
法　
３
月
３
日（
金
）ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
の
急
な
参
加
へ
の
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、検
温・手
指
消
毒・マ
ス
ク
着
用・換

気・
人
数
制
限
な
ど
の
予
防
対
策
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
、急
遽
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
悩
み
、心
配
ご
と
を
柿
崎
弁
護

士
が
助
言
し
ま
す
。お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
日
時　
２
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
15
分
～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
２
階

●�

相
談
内
容　
財
産・相
続・土
地・金
銭・家

族
問
題
な
ど

●
定
員　
先
着
５
組

●
費
用　
無
料

●
予
約
方
法　
電
話
受
付

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、来
場
前
の
検
温
、マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
だ
ま
り
」

を
開
催
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成

講
習
会
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

広
報
委
員
会
委
員
を募集

し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
広
報
課
庶
務
広
報
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
２
２
３

無
料
法
律
相
談
所
を

　
　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

※
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１
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中山町火災互助会費の納入について

７億円当選 !?
心当たりのないメールは無視しましょう！

～受け取るためにお金を請求されたら詐欺です～

消費生活の窓口から消費生活の窓口から

　申し込んだ覚えのない宝くじや懸賞に当選したというメールやＳＭＳ（ショートメッセージサービス）
が届き、お金を受け取るための送料や手数料を請求されたという相談が全国的に寄せられています。
〈事例〉�スマホのＳＭＳに「７億円当選した」という通知が届いた。受領するための手続きだと言われ、様々

な名目の費用を請求され、これまでに電子マネーで150万円ほど支払ったが、いつまでも当選金
が振り込まれない。「コンビニの端末機で購入した電子マネーの払込票が残っていると当選金が
支払えなくなる」と言われていたので、全て捨ててしまった。姉から借金もした。お金を取り返
したい。（70歳代　女性）

【アドバイス】
◆ 申し込んでいないのに、宝くじや懸賞などに当選することはありません。大金が当選したというメー

ルやＳＭＳが来てもうのみにせず、すぐに削除し相手には絶対に連絡しないようにしましょう。
◆ 「当選金を受け取るため」などと言って事前にお金を請求されたら詐欺です。後で元が取れるなど

と思わず、絶対にお金を支払わないでください。支払ってしまうと、取り戻すことはほぼできません。
◆周囲の人は、高齢者に変わった様子がないか日ごろから気を配りましょう。
◆困った時は、消費生活相談窓口か消費者ホットライン１

い

８
や

８
や

（局番なし）に相談しましょう。
出典：国民生活センターホームページ「７億円当選!?　心当たりのないメールは無視」

※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２－２５９３

　中山町火災互助会では、令和５年度分会費の集金を各地区の区長さんに依頼しています。
　各家庭等を訪問の際にはご協力よろしくお願いします。
◆互助会費　　１戸当たり200円（生活保護世帯は免除）
◆地区から町への納入期限　　３月３日(金)まで
◆制度概要　　
　⑴目　　的　　�町内の家屋が火災にあい損害を受けたときに見舞金を支給し、あわせて災害見

舞等の廃止を促し、生活の簡素化を進めます。
　⑵組　　織　　町内に居住する全世帯と中山町火災互助会の趣旨に賛同するものをもって組織
　⑶期　　間　　４月１日～令和６年３月31日までの１年間
　⑷見舞金額　　住宅が全焼の場合 最高額50万円
　　　　　　　　倉庫、作業所等が全焼の場合 最高額20万円
　　　　　　　　※部分的な被害の場合には、その程度により額を決定します。
　⑸加入基準　　①同一世帯で一戸建ての普通住宅 １戸の加入
　　の例　　　　②世帯分離している一戸建ての普通住宅 １戸の加入
　　　　　　　　③同一敷地内に普通住宅と別棟の作業小屋 １戸の加入
　　　　　　　　④同一敷地内に名義が異なる複数の普通住宅 名義人毎に加入
　　　　　　　　⑤敷地を別にしている普通住宅 それぞれ加入
　　　　　　　　⑥敷地を別にしている作業小屋 それぞれ加入
　　　　　　　　⑦町民が町内に所有し、夜間・日曜祝祭日等
　　　　　　　　　に無人となる事業所（工場・事務所） それぞれ加入
　　　　　　　　⑧借家・アパートの住人 世帯毎に加入
　　　　　　　　　※アパート等の経営者は、加入不可
※�令和４年度より、互助会の名称を「中山町災害互助会」から「中山町火災互助会」に変更して
います。

　　　　　　※お問い合わせ先　総合政策課まちづくり推進G　☎６６２－４２７１
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■
中
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

①
社
会
福
祉
士（
正
職
員
）

●
雇
用
人
数　
１
名

●�

雇
用
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～（
応

相
談
）

●
業
務
内
容　
総
合
相
談
業
務
、権
利
擁
護

●�

賃
金
等　
社
会
福
祉
法
人
中
山
福
祉
会
規

程
に
よ
る

●�

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書（
写
真
添

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、２
月
28

日（
火
）ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ

し
、持
込
の
場
合
は
、土・日
曜
日
、祝
日
を

除
く
、午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

の
時
間
帯
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
、面
接
試
験

●
面
接
試
験
時
期　
随
時

●�

提
出
先　
〒
９
９
０
‐
０
４
０
６　
中
山

町
大
字
柳
沢
２
３
３
３　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
中
山
ひ
ま
わ
り
荘

■ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
中
山
ひ
ま
わ
り
荘

職
員
募
集

①
看
護
員（
正
職
員
）

●
雇
用
人
数　
若
干
名

●�

雇
用
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～（
応

相
談
）

●
業
務
内
容　
看
護
業
務
全
般

●�

応
募
要
件　
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
資

格
を
有
す
る
方

②
介
護
員（
正
職
員
）

●
雇
用
人
数　
若
干
名

●�

雇
用
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
～（
応

相
談
）

●
業
務
内
容　
介
護
業
務
全
般

③
パ
ー
ト
職
員

●
雇
用
人
数　
若
干
名

●�

雇
用
期
間　
令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和

６
年
３
月
31
日（
年
度
ご
と
更
新
有
り
）

●�
業
務
内
容　

入
所
者
の
入
浴
介
助
、入
浴

準
備
、そ
の
ほ
か
介
護
業
務　
な
ど

●�
勤
務
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分（
月・火・木・金
）

※
原
則
週
４
勤
務

※
勤
務
曜
日
、勤
務
時
間
は
応
相
談

●�

賃
金
等　
社
会
福
祉
法
人
中
山
福
祉
会
規

程
に
よ
る

●�

応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書（
写
真
添

付
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、２
月
28

日（
火
）ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ

し
、持
込
の
場
合
は
、土・日
曜
日
、祝
日
を

除
く
、午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

の
時
間
帯
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
、面
接
試
験

●
面
接
試
験
時
期　
随
時

●�

提
出
先　
〒
９
９
０
‐
０
４
０
６　
中
山

町
大
字
柳
沢
２
３
３
３　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
中
山
ひ
ま
わ
り
荘

　

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
ど
な
た
で
も
参

加
可
能
で
す
。心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健

康
力
ア
ッ
プ
に
向
け
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　
３
月
19
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

●
講
師　
仙
台
大
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

●�

対
象・
定
員　

小
学
４
年
生
以
上
の
男
女

（
未
経
験
者
歓
迎
）・30
名
程
度

●
受
講
料　
無
料

●�

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、シ
ュ
ー
ズ
、飲
料

水
、タ
オ
ル
な
ど（
貸
出
用
の
ラ
ケ
ッ
ト
を

用
意
し
ま
す
が
、数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

●�

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
窓
口
に
準
備
し

て
い
る
申
込
用
紙
を
記
入
の
上
、３
月
10

日（
金
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
電

話
予
約
可
）。Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
ご
記
入

の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
中
の
け
が
、事
故
な
ど
に
つ
い
て
は

責
任
を
負
い
か
ね
ま
す（
傷
害
保
険
な
ど

は
各
個
人
対
応
）。

※�

体
調
管
理
に
つ
い
て
は
、ご
自
身
で
お
願

い
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■�

山
形
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い

て
●�

申
告
書
作
成
会
場　

山
形
駅
西
口「
山
形

テ
ル
サ
」（
山
形
税
務
署
内
に
は
申
告
書

作
成
会
場
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
）

●�

開
設
期
間
お
よ
び
時
間　
３
月
15
日（
水
）

ま
で（
土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）　
午
前

９
時
～
午
後
４
時

※�

た
だ
し
、２
月
19
日（
日
）・
26
日（
日
）は

開
設

※�

申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」が
必

要
と
な
り
ま
す
。「
入
場
整
理
券
」は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
か
ら
事
前
発
行
で
き
ま
す
。な
お
、

入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
お
よ
び
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
暗
証
番
号
含
む
）を
お
持
ち

の
方
は
、申
告
書
作
成
会
場
で
も
ご
自
身

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
て
申
告

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
のご

案
内

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
６
２
‐
５
４
４
０

社
会
福
祉
法
人
中
山
福
祉
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

※
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
中
山
ひ
ま
わ
り
荘

☎
６
６
２
‐
６
６
３
３

確
定
申
告
に
つ
い
て

山
形
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
税
務
署　
☎
６
２
２
‐
１
６
１
１
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書
を
作
成
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

申
告
書
作
成
会
場
の
駐
車
台
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
な
ど

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、会
場
駐
車

場
の
駐
車
料
金
は
有
料
で
す
。

※�

ご
来
場
の
際
に
は
、で
き
る
限
り
少
人
数

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

申
告
書
作
成
会
場（
ア
プ
ロ
ー
ズ
）は
午
前

８
時
30
分
開
場
で
す
。

●�

申
告
期
限
お
よ
び
納
付
期
限（
申
告
と
納

税
は
期
限
内
に
！
）

　
▼�

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、贈

与
税
…
３
月
15
日（
水
）ま
で

　
▼�

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
…
３
月
31
日（
金
）ま
で

■�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」の
利
用
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ
や
パ

ソ
コ
ン
で
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」か
らe-Tax

を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

申
告
書
の
提
出
方
法　

①e-Tax

で
の

送
信　
②
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
り
提

出
※�

①e-Tax

で
送
信
す
る
場
合
は
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
対
応
ス
マ
ホ（
ま
た
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
）を
利
用
す

る
方
法
と
、事
前
に
税
務
職
員
と
対
面
に

よ
る
本
人
確
認
を
行
っ
た
後
に
発
行
さ
れ

た
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

■�

確
定
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
書
な
ど
の
提
出
の
際
は
、申
告

者
ご
本
人
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」ま

た
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類

（
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）と
身
元
確
認
が
で
き
る

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）」の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す（
自
宅
な
ど
か
ら

e-Tax

で
提
出
す
る
場
合
は
不
要
）。

※�
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
入
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�
そ
の
他　
確
定
申
告
な
ど
に
対
す
る
一
般

的
な
相
談
に
つ
い
て
は
、電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
で
お
答
え
し
ま
す（
音
声
案
内
で
０

番
を
選
択
）。電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、

東
北
税
理
士
会
の
会
員
税
理
士
に
も
従
事

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
開
催
！
】

　

�

①
山
形
県
行
政
書
士
会（
☎
６
４
２
‐

５
４
８
７
）　
②
⒜
２
月
18
日（
土
）午
前

11
時
～
午
後
２
時　

⒝
２
月
19
日（
日
）

午
後
０
時
半
～
３
時　

⒞
２
月
24
日

（
金
）午
前
11
時
～
午
後
４
時　

③
⒜
や

ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル　

⒟
山
形
市
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
山
形
ワ
イ
ヴ
ァ
ン

ズ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
）　
⒞
霞
城
セ
ン
ト
ラ

ル（Happy Friday i  
 

霞
城
セ
ン
ト

ラ
ル
）　
④
県
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
お
い
て
、出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　

⑥
無
料　
⑦
事
前
予
約
不
要　
⑧
二
次
元

コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請
書
お
よ
び
本
人
確

認
書
類（
免
許
証
な
ど
）を
お
持
ち
い
た
だ

く
と
ス
ム
ー
ズ
に
お
手
続
き
い
た
だ
け
ま

す
。

【
中
山
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練
習
体
験
会
の
お
知
ら
せ
】

　

�

①
中
山
ジ
ュ
ニ
ア
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
代
表　

小
関（
☎
０
９
０
‐

５
５
９
２
‐
８
５
５
５
）　
②
２
月
18
日

（
土
）、19
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午　
③

豊
田
小
学
校
体
育
館（
18
日
）、長
崎
小
学

校
体
育
館（
19
日
）　
④
中
山
ジ
ュ
ニ
ア
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
野
球
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、練
習
体
験
会
を
行
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

⑤
小
学

生
以
下　
⑥
無
料　
⑦
当
日
現
地
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。　

⑧
持
ち
物：
動
き
や

す
い
服
装
、内
履
き

【「
や
ま
が
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス
」

開
催
の
ご
案
内
】

　

�

①
山
形
県
産
業
労
働
部　
雇
用・
産
業
人

材
育
成
課（
☎
６
３
０
‐
３
２
６
５
）　
②

３
月
７
日（
火
）～
９
日（
木
）　
③
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催　
④
県
内
企
業
１
０
０
社
以
上

が
参
加
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
合
同
企
業
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。　

⑤
２
０
２
４

年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
、

２
０
２
３
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定

の
学
生
、Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
、山
形
県
内
で

の
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方　

⑥
無

料　

⑦
特
設
サ
イ
ト（https://w

w
w
.

career-bank.co.jp/y-w
orkfes/

）で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【「
や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会
２
０
２
４
」

開
催
の
ご
案
内
】

　

�

①
や
ま
が
た
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
☎
６
４
６
‐
７
３
６
０
）　
②
３
月
14
日

（
火
）、15
日（
水
）　
午
後
１
時
～
４
時
30

分（
受
付
時
間：
正
午
）　
③
山
形
ビ
ッ
グ

ウ
イ
ン
グ　
④
県
内
に
本
社
ま
た
は
就
業

場
所
が
あ
る
企
業
２
０
０
社
に
よ
る
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。　
⑤
２
０

２
４
年
３
月
に
大
学・
短
大・
専
修
学
校・

高
専
を
卒
業
予
定
の
学
生
。ま
た
は
そ
の

保
護
者
。　

⑦
山
形
労
働
局（https://

jsite.m
hlw

.go.jp/yam
agata-

roudoukyoku/201130_00005.
htm

l

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
●
●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他
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　口座振替の振替方法は下記の５種類から自由に選んでお申込みいただくことができます。
①２年前納（４月～翌々年３月分）
②１年前納（４月～翌年３月分）
③６か月前納（４月～９月分、10月～翌年３月分）
④当月末振替（早割）本来の納付期限よりも１か月早く口座より振替する方法です。
⑤翌月末振替　保険料の割引はありません。
【�令和５年度の振替方法別割引額�】

●申込期間　　①②③については、２月28日(火)まで（年金事務所必着）
　　　　　　　※�10月末日に振替される６か月前納（10月～翌年３月分）のお申込みの締切日は、

８月末日です。
　　　　　　　④⑤については、振替開始を希望する前々月まで
●申込場所　　山形年金事務所（郵送も可）、または口座をお持ちの金融機関
●必要なもの　�年金手帳、預金通帳、金融機関届出印、申込用紙（年金事務所、金融機関、役場住

民税務課年金窓口にあります）
●その他　　　◦�既に口座振替で前納をされている方は、再度のお申込みは必要ありません。ただ

し、振替方法を変更する場合については、再度お申込みが必要です。
　　　　　　　◦�クレジットカードによる納付も可能です。ご希望の方は、下記へお問い合わせく

ださい。
　　　　　　※お問い合わせ先　日本年金機構山形年金事務所　☎６４５－５１１１

　かもしかクラブは、未就学のお子さんが交通
ルールを学ぶためのクラブです。
　お子さんが巻き込まれる交通事故が全国的に多
発しています。
　交通安全は、自分の命を守るための第一歩。
　皆さんで楽しくお勉強しませんか？
興味のある方は、
　お気軽にお問い合わせください♪

※お問い合わせ先
　総務広報課危機管理G　☎６６２－４８９９

小学校就学前のお友達へ

かもしかクラブに入会しませんか？
●対象
　�３歳～６歳（小学校就学前）の幼児と
その保護者

●活動場所
　中央公民館や各地区公民館など
●活動内容
　年に６回程度
　（日曜日の午前中など）
　�歌、ゲームなどを通して親子で交通
ルールを学びます。

国民年金保険料を国民年金保険料を
口座振替で前納するとお得です口座振替で前納するとお得です

振替方法 １回あたりの納付額 割引額 ２年分に換算した
割引額 振替日

①２年前納 385,900円 16,100円 － ４月末日

②１年前納 194,090円 4,150円 8,300円 ４月末日

③６か月前納 97,990円 1,130円 4,520円  ４月末日
10月末日

④当月末振替（早割） 16,470円 50円 1,200円 毎月月末日

⑤翌月末振替 16,520円 0円 0円 翌月末日
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先

※各事業については、新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更になる場合があります。
健康福祉課　健康づくりＧ　☎ 662‒2836

事 業 名 日　時 場 所 対　象　者　等

母子手帳交付 ２/28(火)
９：00〜10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　 妊娠届出書、個人番号が確認できるもの（個人番号

カード、個人番号通知カード等）と本人確認ができ
るもの（個人番号カード、運転免許証等）

※ この日時で妊婦さん本人の都合がつかない場合はご連絡く
ださい）。

定期健康相談 ２/28(火)
10：30〜11：30 生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行います。

育 児 相 談
【 予 約 制 】

２/28(火)
10：30〜11：30

育児全般について、保健師・助産師・管理栄養士が相談に応じ
ます。前日まで電話でご連絡ください。

ことばの相談
【 予 約 制 】

３/７(火)
午前中

お子さんのことばに関する相談を行います。希望する方は２
月 27 日（月）まで電話で申し込んでください。

こ こ ろ の
健 康 相 談
【 予 約 制 】

３/10(金)
13：30

コロナ禍での不安やストレス、こころに関しての悩みや心配
ごとについて、本人またはそのご家族の相談を行います。希望
する方は３月２日（木）まで電話で申し込んでください。

「 公民館 スマホでアプリ教室 」のご案内
　スマートフォンでよく使われる楽しい「アプリ」を使ってみたい方のために、
中央公民館で「スマホ教室」を開催します。皆さん、お気軽にご参加ください。
●日　　�時　下表の午前９時30分～11時30分
●場　　�所　中央公民館２階　第２研修室
●内　　�容　下表の３つのコースの中から、いくつでも自由に選べます。
●講　　�師　地域おこし協力隊　髙橋圭哉さん
●対象・定員　町内在住の方・各コース15名まで
●参��加��費　無料
●申込方法　２月24日(金)まで中央公民館に直接、または電話でお申し込みください。
●持��ち��物　スマートフォン
　※スマホのない方には無料で貸し出しますが、数に限りがあります。ご了承ください。
　　また、本教室において使用するインターネット通信料については受講者負担となります。

※お申込み・お問い合わせ先　中央公民館　☎６６２－２２３５

コース 日　程 使用するアプリ 内　容

A ３月　2日(木) LINE
「基本的な使い方」から「知っておくと便利な機能」まで、
LINEの使い方をご紹介します。LINEは文字だけでなく、
画像のやり取りや電話などもできてとても便利。これから使い
始める方も既に使っている方もお気軽にご参加ください。

B ３月　9日(木) YouTube
YouTubeは自分の好きな動画を見ることができるアプリ
です。基本的な使い方だけでなく、安心安全に使うため
の注意点もご紹介します。みんなでYouTubeを覚えて、
スマホを楽しく使ってみましょう！

C ３月16日(木) radiko
（無料ラジオ）

radikoは無料でリアルタイムのラジオを聴くことがで
き、災害時にも情報収集に役に立ちます。基本的な使い
方や安心して使うためのポイントをご紹介します。ぜひ
この機会に一度使ってみませんか？
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九左衛門家の古今雛と初公開の段飾りのひな人形、喜右衛門家の享保雛
＊柏倉九左衛門家縁の品の展示や昔語りなど
●開館日：3月4日(土)・5日(日)・11日(土)・12日(日)
　　　　　18日(土)・19日(日)・21日(火·祝)・25日(土)・26日(日)
●時　間：10:00～16:00（入館は15:30まで）
●入場料：大人500円、中学生以下無料

惣右衛門家の御殿飾りと段飾り(初公開)の雛人形
＊体験型のワークショップ「惣右衛門寺子屋｣｢惣右衛門大学｣を開催（事前予約制）
●開館日：3月4日(土)・5日(日)・11日(土)・12日(日)・18日(土)・19日(日)
●時　間：10:00～16:00（入館は15:30まで）　●入場料：無料

柏倉雪章の雛人形（17年ぶりの公開）
＊お香体験や風呂敷包み、巫女舞、Oraiカフェなど
●開館日：3月18日(土)・19日(日)・21日(火·祝)�
●時　間：10:00～16:00（入館は15:30まで）　●入場料：無料

清右衛門家の雛人形(初公開)と16代当主の雛人形コレクション
＊紅花染体験や山菜汁の振舞い、茶道と香道のお点前など
●開館日：3月18日(土)・19日(日)・21日(火·祝)
●時　間：10:00～16:00（入館は15:30まで）　●入場料：無料

重要文化財　旧柏倉家住宅（九左衛門）
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